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か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
守
る
た
め
に

黒
山
地
区
の
三
里
松
原
の
様
子
。
葉
が
赤
く
な
っ
て
い
る
場

所
が
広
い
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
松
枯
れ
被
害
の
深
刻
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。



人
々
に
愛
さ
れ
続
け
る
三
里
松
原

　

三
里
松
原
は
、
岡
垣
町
か
ら
芦
屋
町

の
海
岸
線
に
沿
っ
て
広
が
る
松
林
で

す
。「
三
里
松
原
」と
い
う
名
前
は
東
西

に
約
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
か
け
て
広

が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
三
里
松
原
の
松

は
、
内
陸
部
の
田
畑
や
集
落
な
ど
を
強

風
や
砂
の
飛
散
、
塩
害
か
ら
守
る
防
風

林
と
し
て
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
植
林

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
防
風
・

防
砂
・
防
潮
な
ど
の
機
能
に
よ
り
、
農

業
の
営
み
や
住
民
の
暮
ら
し
を
守
っ
て

き
ま
し
た
。

　

三
里
松
原
の
松
の
緑
と
青
い
海
、
白

い
砂
浜
が
作
り
出
す
景
色
は
と
て
も
美

し
く
、
昭
和
62
年
に
は「
日
本
の
松
の

緑
を
守
る
会
」が
日
本
の
代
表
的
な
松

林
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
全
国
か
ら
選
定
し
た「
白

砂
青
松
百
選
」に
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

水
源
と
し
て
の
役
割

　

岡
垣
町
は
地
下
水
が
豊
富
で
、
町
で

使
わ
れ
る
水
道
水
の
約
85
パ
ー
セ
ン
ト

が
地
下
水
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
里
松
原
は
、
そ
の
地
下
水
を
育は
ぐ
くむ

役

割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。
三
里
松
原
に

は
、
町
内
６
カ
所
あ
る
水
源
の
う
ち
、

３
カ
所
の
水
源
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

は
岡
垣
町
で
汲
み
上
げ
ら
れ
る
地
下
水

全
体
の
約
半
分
が
汲
み
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
三
里
松
原
は
、

水
源
と
し
て
も
私
た
ち
の
生
活
を
支
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

変
わ
り
ゆ
く
三
里
松
原

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
三
里
松
原

は
、
町
の
財
産
、
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
近
年
、

松
の
葉
が
赤
く
な
っ
て
い
た
り
、
砂
浜

が
な
く
な
っ
て
い
た
り
す
る
場
所
が

見
ら
れ
ま
す
。
三
里
松
原
で
は
、
一
体

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松原の様子は変化しています
　私は約40年前、大学の卒業研究で、三里松原を調査しまし
た。そのころと現在の三里松原を比べる
と、明らかに変化しています。松林では、
松原の広葉樹林化が進んでいることが
分かります。特に波津海水浴場や元松
原の松原は松枯れ被害が著しくみられ
ます。また、砂浜も浸食が進み、希少な
植物の生育場所が失われつつあります。

特　 集

三
里
松
原

　
岡
垣
町
の
北
部
、
響
灘
に
沿
っ
て
広

が
る
砂
浜
と
松
林
で
構
成
さ
れ
る
三
里

松
原
は
、
江
戸
時
代
か
ら
地
元
の
人
々

の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
現
在
そ
の
豊
か
な
自
然
と
美
し
い

景
観
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
三
里

松
原
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
今
回

は
、
三
里
松
原
の
現
状
と
、
岡
垣
町
の

か
け
が
え
の
な
い
財
産
を
守
る
た
め
に

私
た
ち
が
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

岡垣町環境審議会会長
神野展光さん

▲成田山不動寺から見た三里松原。私たちの暮らしにさまざまな恩恵を与えてくれている
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被害を食い止めるための取り組みを強化しています
　私たちも、三里松原の松枯れ被害が拡大していることを大変心配
しています。福岡森林管理署では、被害の拡大を食い止めるため、
平成 24 年度から、カミキリ虫の産卵場所になる枯れた松を切り倒し、
細かく砕いたり、松林の外へ持ち出したりする手法を取り入れまし
た。この取り組みを継続して行うことで、徐々に効果が表れると考
えています。松枯れ被害を食い止め、健全な松林を取り戻すために
は時間が必要です。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

松
枯
れ

▲元松原地区の三里松原の様子。枯れた松
は切り倒され、切株が無残に残されている

広
が
り
続
け
る
松
枯
れ
被
害

　

三
里
松
原
で
は
松
枯
れ
被
害
が
近
年
急

激
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。
松
原
を
管
理
す

る
福
岡
森
林
管
理
署
に
よ
る
と
、
平
成
22

年
ご
ろ
か
ら
松
枯
れ
被
害
が
拡
大
し
て
お

り
、
平
成
24
年
に
は
、
拡
大
が
始
ま
っ
た

頃
の
約
５
倍
の
松
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
枯
れ
は
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
と

い
う
体
長
１
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
も
満
た
な

い
線
虫
が
松
に
入
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

こ
の
線
虫
は
自
分
で
別
の
木
に
移
動
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ

ミ
キ
リ
と
い
う
カ
ミ
キ
リ
虫
に
よ
っ
て
線

虫
が
健
康
な
松
に
運
ば
れ
被
害
が
広
が
っ

て
い
る
の
で
す
。
同
管
理
署
に
よ
る
薬
の

散
布
な
ど
、
カ
ミ
キ
リ
虫
を
駆
除
す
る
対

策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
被
害
を
食
い

止
め
る
ま
で
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

■松枯れのしくみ（林野庁ホームページより引用）

①�松林で切られた枯木を細かく砕く
作業の様子。
②�切り倒された松を松林の外へ持ち
出す作業も行われている。
③�ヘリコプターによって松林上空か
ら薬の散布が行われている。

福岡森林管理署地域林政調整官
迫口実さん

①②③

５月～７月に羽化したカ
ミキリが線虫を体内に入
れて樹体内から脱出

カミキリ成虫が若枝の皮
を食べる（後食）時に、線
虫がマツの樹体内に侵入

樹体内で線虫が増殖し、
マツが衰弱

夏～秋にかけて衰弱し
たマツにカミキリが産卵

ふ化した幼虫は樹皮下
で成長し、成熟した幼虫
が材内の蛹室で越冬

0
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▲三里松原の松枯れ被害の状況（福岡森林管理署から提供）
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海
岸
浸
食

美
し
い
海
岸
線
が
失
わ
れ
て
い
ま
す

　

三
里
松
原
海
岸
の
中
央
に
位
置
す
る

新
松
原
海
岸
で
は
、
１
９
８
０
年
代
以

降
、
海
岸
の
浸
食
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
西
側
の
波
津
海
水
浴
場
や
東
側

の
芦
屋
海
岸
で
は
、
浸
食
さ
れ
た
砂
の

堆
積
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
浸
食

が
進
め
ば
、
砂
浜
に
生
息
す
る
希
少
な

植
物
が
育
つ
環
境
が
失
わ
れ
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
岡
垣
町
の

豊
か
な
自
然
の
象
徴
で
も
あ
る
ア
カ
ウ

ミ
ガ
メ
が
産
卵
す
る
場
所
も
、
失
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▲隣接する自転車道の一部では、海岸浸食の影響に
より、斜面が削られ危険な場所も見られる

慎重に対策を考える必要があります
　三里松原にある海岸のうち、新松原海岸は、50 年前と比べると、
約 50 ｍ浸食されています。海岸浸食を食い止めるためには、矢矧

はぎ
川

の河口にある導流堤を延長することや、波津海水浴場・芦屋港にた
まった砂を、浸食が進む海岸に運び入れることなどが有効です。し
かし、これには多額の費用と時間が必要となります。人の手によっ
て変えられた自然のしくみを再び元に戻すためには、人の手を加え
るしかありませんが、それによって他の場所に影響が出る可能性も
あるため、慎重に手段を考えることが大切です。

九州共立大学　名誉教授
小島治幸さん

▲三里松原海岸は、1980 年代に芦屋港が建設され、砂が循環する流れが断たれてしまったことで、浸食が
進んでいると言われています。

■海岸浸食のしくみ
1960年代 遠賀川から土

砂が運ばれる
波によって土砂
が岸に運ばれる

堆積した砂が岸に沿って運
ばれ、再び遠賀川から沖へ

1980年代以降 海に運ばれる
土砂が減る

岸に運ばれる
土砂も減少

海岸の浸食が進む

芦屋港に
砂が堆積

▲汐入川河口付近から見た新松原海岸。
　海岸に沿って護岸堤が設置されている

4



三
里
松
原
再
生
計
画

　

三
里
松
原
を
守
る
た
め
、
平
成
22
年

３
月
、
三
里
松
原
防
風
保
安
林
保
全
対

策
協
議
会
が「
三
里
松
原
再
生
計
画
」を

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
中
で
は
、
松
原
の
保
全

は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
資
源
と
し
て
の
魅

力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
り
組
み
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り

組
み
は
、
三
里
松
原
を
管
理
し
て
い
る

福
岡
森
林
管
理
署
、
福
岡
県
、
岡
垣
町

な
ど
が
中
心
と
な
り
連
携
を
取
り
な
が

▲三里松原再生計画のイメージ

三
里
松
原
を
守
る
た
め
に

ら
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
町
と
し
て

も
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
町
に
住
む

皆
さ
ん
や
小
中
学
校
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
に
も
積
極
的
に
働
き
か
け
、

み
ん
な
で
三
里
松
原
の
保
全
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

芦
屋
町
と
共
同
で

福
岡
県
へ
要
望
書
を
提
出

　

三
里
松
原
の
海
岸
浸
食
に
つ
い
て
は

岡
垣
町
だ
け
で
は
な
く
、
芦
屋
町
で
も

堆
積
し
た
砂
が
飛
散
す
る
被
害
な
ど
深

刻
な
被
害
が
出
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

昨
年
11
月
か
ら
、
専
門
家
や
両
町
の
住

民
代
表
で
組
織
さ
れ
た「
芦
屋
町
・
岡

垣
町
海
岸
保
全
対
策
協
議
会
」の
委
員

が
、
現
地
確
認
や
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
そ
し
て
10
月
25
日
に
は
、
同
協

議
会
が
取
り
ま
と
め
た
要
望
書
を
岡
垣

町
・
芦
屋
町
の
両
町
長
が
、
海
岸
を
管

理
す
る
福
岡
県
に
手
渡
し
ま
し
た
。
県

は
今
後
、
関
係
者
を
集
め
た
連
絡
会
議

を
開
き
、
有
効
な
手
段
を
検
討
し
、
対

策
を
取
る
と
話
し
て
い
ま
す
。

▲要望書を福岡県県土整備部長（右）に手渡
す宮内町長（左）と芦屋町波多野町長（中央）

▲県に対する要望の内容

皆さんが連携して取り組むこと
が必要です
　私たちは、三里松原から計り知れない恩恵を受
け、この地で生活しています。私たちの先祖によっ
て引き継がれてきた三里松原を次世代に残すため
には、私たちの手で守っていく必要があります。
この計画が、皆さんと三里松原との新たな関係づ
くりや三里松原を守るために活動する人たちが団
結し、協力していくきっかけづくりに活用される
ことを願っています。

三里松原防風保安林保全対策協議会
会長　占部力さん

短
期
的
要
望

・海岸調査の実施
・堆積した砂の侵食箇所への養浜
・矢矧川左岸の導流堤の延長
・矢矧川、汐入川河口に堆積した
　砂の除去　など

長
期
的
要
望

・芦屋町、岡垣町の海岸における土
　砂の動きを把握する調査の実施
・総合的な土砂管理計画の作成

　
松
枯
れ
や
海
岸
浸
食
が
進
む
三
里
松

原
。
こ
の
被
害
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、

専
門
家
や
地
域
の
住
民
に
よ
っ
て
協
議

会
な
ど
が
組
織
さ
れ
、
今
何
を
す
べ
き

か
、
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
先
何
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
か
が
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
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皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
が
必
要
で
す

　

三
里
松
原
が
抱
え
る
被
害
を
食
い
止

め
る
た
め
に
は
、
国
や
県
の
協
力
が
必

要
で
す
。
町
と
し
て
も
、
関
係
機
関
に

対
し
て
の
要
望
や
町
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
こ
と
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま

す
。

　

し
か
し
、
こ
の
取
り
組
み
は
効
果
が

表
れ
る
ま
で
、
費
用
と
時
間
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
今
後
被
害
を

拡
大
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
町
民
一
人
ひ

と
り
が
三
里
松
原
の
危
機
に
対
し
て
共

通
の
認
識
を
持
つ
こ
と
、
そ
し
て
、
岡
垣

町
の
豊
か
な
自
然
を
大
切
に
す
る
意
識

を
持
ち
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
考
え
、

実
践
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

岡
垣
町
で
は
、
岡
垣
町
環
境
衛
生
協

議
会
や
、
三
里
松
原
防
風
保
安
林
保
全

対
策
協
議
会
な
ど
に
よ
っ
て
清
掃
活
動

や
松
葉
か
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
い
く
つ
か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に

よ
っ
て
、
雑
木
の
除
伐
や
調
査
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
と
し
て
も
、
こ

の
よ
う
な
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
き

ま
す
が
、
作
業
を
行
う
に
は
人
手
が
必

要
で
す
。
皆
さ
ん
の
活
動
へ
の
参
加
が
、

自
然
を
守
る
原
動
力
と
な
る
の
で
す
。

皆さんの参加が自然保護につながっています
　私たちの大切な財産である三里松原を未来へと引き継いでい
くため、毎年６月にはラブアース・クリーンアップ、11 月には
町内の小中学生がクリーンアップ・サンリー海岸を行うなど、
多くのボランティアの皆さんの協力のもとで、海岸の清掃活動
を行っています。毎年多くの人たちの参加していただいており、
海岸に漂着したたくさんのごみが回収できています。今後も皆
さんに協力いただき、三里松原を始めとする町の環境を守る活
動を続けていきたいと思います。

小さな取り組みでも継続することが大切
　私たちは、22人のボランティアが集まり、松や雑木の生育状況を調査した
り、林内を明るくして新たな松が芽生える環境を整えたりする活動を行ってい
ます。活動の結果、新たな松の発芽が確認されるなど、効果は少なからず出
ています。また、松原を回遊するコースを設定し、私
たちが案内することで、多くの人に三里松原の状況
を知ってもらおうと考えています。
　小さな活動ではありますが、今後も継続して取り組
みたいと思います。そして、私たちの活動に共感して
もらえるならば、ぜひ参加していただきたいですね。

町
民
一
人
ひ
と
り
の
思
い
と

力
が
自
然
を
豊
か
に
し
ま
す▲ラブアース・クリーンアップの様子 ▲雑木の除伐作業の様子

▲活動の様子

岡垣町環境衛生協議会
会長　占部延幸さん

三里松原を愛し守る会
会長　平井政秀さん
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松
原
が
枯
れ
て
い
く
こ
と
や
海
岸
が

侵
食
さ
れ
る
こ
と
で
、
私
た
ち
の
日
常

生
活
が
急
激
に
変
化
す
る
こ
と
は
少
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
海
岸

線
が
後
退
す
る
こ
と
で
、
ウ
ミ
ガ
メ
の

産
卵
場
所
の
減
少
や
海
岸
に
生
息
す
る

希
少
植
物
、
古
く
か
ら
三
里
松
原
に
生

息
し
て
い
る
ク
ロ
マ
ツ
の
絶
滅
も
危
惧

さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
が
見
慣
れ
た
白
い
砂
浜
と
松

林
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た「
白
砂
青
松
」

の
三
里
松
原
の
風
景
は
変
わ
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
問
題
が
収
ま
っ
て
も
、
現

在
の
三
里
松
原
の
環
境
を
未
来
へ
と
引

き
継
い
で
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
三
里
松
原
の
環
境
を
守
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
子
ど
も
た
ち
に
三
里
松
原

か
ら
私
た
ち
が
受
け
て
い
る
恩
恵
や
松

原
を
守
る
た
め
の
取
り
組
み
を
伝
え
る

こ
と
、
そ
し
て
、
松
葉
か
き
な
ど
の
活

動
に
参
加
し
て
も
ら
い
、
松
原
を
守

る
た
め
の
活
動
を
引
き
継
い
で
も
ら
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
海
岸
に
漂
着
す
る

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
そ

の
た
め
に
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で

き
る
こ
と
は
、
海
や
川
に
ご
み
を
捨
て

な
い
・
捨
て
さ
せ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
ほ
か
、
日
常
生
活
で
出
る
ご

み
の
量
を
減
ら
す（
リ
デ
ュ
ー
ス
）・
繰

先
人
が
築
い
た
町
の
財
産
を

将
来
に
残
し
て
い
く
た
め
に

り
返
し
使
え
る
物
は
再
利
用
す
る（
リ

ユ
ー
ス
）・
使
い
終
え
た
物
を
再
利
用
す

る（
リ
サ
イ
ク
ル
）を
す
る
こ
と
で
、
ご

み
の
量
そ
の
も
の
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
海
岸
に
漂
着
す
る
ご
み
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る「
白
砂
青

松
」の
三
里
松
原
を
未
来
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
も
、
今
岡
垣
町
で
暮
ら

す
一
人
ひ
と
り
が
、
三
里
松
原
を
愛
す

る
気
持
ち
を
持
ち
、
環
境
に
対
す
る
関

心
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
環
境
課
・
産
業
振

興
課
へ

三里松原特  集
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10/20　第22回まつり岡垣

まち最大のまつりに
元気と笑顔があふれました
　心地よい秋の日差しの中、町内最大のまつり、「まつり岡垣」が「魅
力発信！！わが町の元気」をテーマに岡垣サンリーアイで盛大に催
されました。町民総合グラウンドを出発したパレードから最後のも
ちまきまで、会場ではたくさんのイベントが催され、終始会場内は
笑顔と元気に満ちあふれていました。この日会場に集まった２万人
を超える人たちは、思い思いに楽しいひとときを過ごしました。

⑧
⑨ ⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯



①まつり恒例のもちまき。この光景はもはや秋の風物詩ですね
②宮内町長はもちを遠くに投げるため必死でした
③精華女子高等学校吹奏楽部のマーチング。迫力の演技は圧巻！
④⑤⑥ふれあい広場には家族みんなで楽しむ人の姿も
⑦たくさんの人で埋め尽くされたまつり会場。人の多さにびっくり
⑧東海大学付属第五高等学校吹奏楽部がパレードを先導しました
⑨パレードには各小学校区から子どもみこしが参加。写真は山田小学校区
⑩岡垣中学校吹奏楽部もパレードを盛り上げてくれました
⑪エントランスでの演芸にはたくさんの見物客が集まりました
⑫外国の食文化を楽しんだ岡垣国際交流協会のワールドレストラン
⑬�今年のまつりには本格焼酎「岡垣」を手掛ける黒

くろせ

瀬安
やすみつ

光総杜
とうじ

氏も来場し
焼酎をPR。直筆サイン入り焼酎は完売！
⑭会場内でも大人気だったびわりん＆びわすけ
⑮�ハミングホールでもたくさんのイベントが催されました。写真は岡垣町
民吹奏楽団の演奏
⑯種が飛ぶたびに会場が大盛り上がりだったびわの種とばし大会

①

②

③

④

⑤
⑥

⑦



　まちの文化の祭典「町民文化祭」が、岡垣サンリーアイな
どで催されました。期間中、作品展や芸能、茶会、ダンス、
史跡散歩などに2,000人以上が出品・出演。ハミングホー
ルで行われた音楽や芸能の部では、出演者が日ごろの成果
を披露するたびに、会場から大きな拍手と歓声が送られて
いました。

文化の祭典に華開く
11/1～４　町民文化祭

秋晴れの下で農業体験
10/12　枝豆刈り体験

　岡垣町農業委員会が食と農への理解促進のための取り
組みとして開催しました。
　さわやかな秋晴れのもと、約300人の参加者が農業
委員に刈り方を教わりながら枝豆刈りを楽しみました。
参加者からは「いっぱい収穫できました。家に帰って早
く食べたいです」と話していました。
　この取り組みの収益の一部は、東日本大震災の義援金
として被災地に贈られます。

長年の取り組みが認められ
10/8　「エイジレス・ライフ実践章」を受章

　松本威彦さん（旭南区・写真）が、長年地域で取り組んでい
る「山田夢広場」や「旭南こども自習教室」の活動が認められ、
内閣府から「エイジレス・ライフ実践章」を受章されました。
　松本さんは「周囲の人の支えや子どもた
ちの元気が原動力になっています。これ
からも周囲の人と協力しながら、これまで
以上に頑張りたいです」と話していました。
今後、松本さんの取り組みが事例集となっ
て、広く紹介されます。
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地域安全活動に表彰
10/18　防犯功労者表彰

　岡垣町防犯協会の小島丞正さん（旭中区・写真右）、立
野重記さん（東山田区・写真左）、小田明廣さん（戸切百
合野区）が、長年の地域安全活動への献身的な取り組み
が認められ、折尾防犯協会連合会から防犯功労者として
表彰されました。
　岡垣町防犯協会では、防犯に対する意識を啓発するた
めに、各種行事などに参加し、防犯に関する啓発物の配
布や、防犯大会などへの参加を行っています。日頃から
防犯対策に気を配り、地域の安全は地域で守っていきま
しょう。

社会福祉活動が認められ
10/17　社会福祉功労者県知事表彰

　福岡県社会福祉大会で地域の社会福祉功労者
に対し、県知事から表彰状などが贈られました。
ボランティア功労者として「あみものの会」会長
の佐々木征子さん（塚原区）、「ふれあいの会」会
長の川﨑勝子さん（吉木区）に表彰状が贈られま
した。また、民生委員・児童委員として石川勝
義さん（内浦区）に感謝状が贈られました。

佐々木征子さん 川﨑勝子さん 石川勝義さん

　町内の飲食店の活性化と町の特産品、本格焼酎「岡
垣」のPRを兼ねて岡垣町観光協会と同まつり実行委
員会が催しました。参加した約250人は、ラリーカー
ドに指定された飲食店を「はしご」。友人や家族・同僚
と、グラスを片手に会話や店の雰囲気を楽しんでいま

笑顔に乾杯
11/ １　第４回がんばれ岡垣はしご酒まつり

した。「初めて訪れた店舗もあり、とても新鮮でした。
また行ってみようと思います」と話す人も。「はしご」の
後の抽選会では、当たった景品を手に喜ぶ人たちの笑
顔であふれていました。
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地域をきれいに
10/19　吉木校区コミュニティ　一斉清掃

　同コミュニティの環境部会が催し、約50人が参加して汐入
川のごみ拾いを行いました。
　皆さんは長靴をはいて川辺のごみを拾い、手の届かないとこ
ろにあるごみは竹竿などを使って拾っていました。
　参加者は「たくさんのごみを集めることができました。少しで
もごみが少なくなってより良い地域になればいいですね」と話
していました。

吉木の歴史を訪ねて
10/26　吉木校区コミュニティ　ふれあいふる里めぐり

　吉木の名所を巡って歴史を学ぶために、同コミュニティのコミュ
ニケーション部会が催し、子どもから大人まで約110人が参加し
ました。ふる里めぐりは、中央公民館を出発して三福寺からスター
ト。岡城址や熊野神社などを約２時間30分かけて回りました。
　史跡巡りの後は、同コミュニティ会長の川原正訓さん（吉木区）
のマジックショーや福引会で大盛り上がり。会場は参加者の笑顔で
あふれていました。

いざというときのために
11/3　内浦校区コミュニティ　防災講習会

　高齢者を狙った詐欺の防止策や災害時の対応方法、消火器の使い
方を学ぶことを目的に、岡垣町消防団第２分団や折尾警察署、遠賀郡
消防署員を講師に迎え同コミュニティの防災部会が催しました。
　この日出席したのは48人。講師の皆さんからの詐欺事例の紹介や
災害時の対応方法などの説明に、熱心に聞き入っていました。
　参加者は｢いざというときに慌てないためにも、今日学んだことを
生かしていきたいです ｣と話していました。

グラウンドゴルフで深める
� 地域のきずな
10/19　グラウンドゴルフ大会

　戸切校区コミュニティが戸切スポーツ広場で催し、108
人が参加しました。秋晴れの中、
２つのグループに分かれ２ゲーム
を楽しみました。
　終了後には記念品の配布と表
彰式も行われ、会場は終始笑顔で
いっぱいでした。
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立派に育ててくれて
� ありがとう！
11/1　ヒマワリの感謝状贈呈式

　人権の花・ヒマワリを育てた海老津小学校の３年
生の子どもたちへ、北九州人権擁護委員連絡協議会
と岡垣町人権教育推進協議会から感謝状と記念品が

贈られました。この活動に
参加した子どもたちは「ヒ
マワリを育てることで、責
任の重さと命の大切さを
学びました」と話していま
した。

大切な海
� みんなの力できれいに
11/9　海岸一斉清掃

　ＮＰＯ法人改革プロジェクトが、岡垣町、宗像市、福
津市の３会場で海岸の一斉清掃を行いました。これは「楽
しく地球環境を守る活動をしよう」をテーマに行ってい
るもので、今年で2回目の開催となります。
　岡垣町の会場となった汐入川河口には約50人のボラ
ンティアが集まり、45分間の活動で多くのごみを拾う
ことができました。参加者は「とてもたくさんのごみが
落ちていましたが、ウミガメが帰ってきやすい環境にし
たいという気持ちで頑張りました」と笑顔で話していま
した。

みんなで作る町の特産品
11/2　本格焼酎 ｢岡垣 ｣の原料、黄

こがね

金千
せんがん

貫を収穫

　糠塚区の畑で、本格焼酎「岡垣」の原料となるサツ
マ芋の収穫作業が行われました。この日参加したの
は、認定農業者やボランティアなど約200人。子ど
もから大人まで多くの人が楽しそうに芋の収穫をし
ていました。
　この日収穫された芋は約16トンで、来年の６月に
おいしい焼酎となって皆さんのもとに帰ってくる予
定です。
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垣
町
野
間
１
丁
目
１
番
１
号

岡
垣
町
役
場
地
域
づ
く
り
課
☎
２
８
２
│

１
２
１
１

chiiki@
tow
n.okagaki.fukuoka.jp

【
青
嶺
岡
垣
俳
句
会
】

蜑あ
ま

が
家
の
赤
き
自
転
車
鴨
来き

る

�

岩
崎
要
子

晩
秋
の
白し

ら
な
み濤

た
た
む
三
里
浜

�

岸
原
邦
代

鈴
の
音
の
遠
く
よ
り
来
る
秋
遍
路

�

近
藤
笑
香

水
ま
け
ば
土
を
こ
ろ
げ
る
日
照
り
か
な

�

木
原
弘
子

【
サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会
夜
の
部
】

秋
風
を
去
る
や
饅ま

ん
じ
ゅ
う
が
さ

頭
笠
の
僧

�

重
岡
と
み
子

憂う

き
こ
と
も
暫し

ば

し
忘
れ
よ
後
の
月

�

木
村
守

海
を
ゆ
く
大
漁
旗
や
秋
祭

�

石
岡
俊
子

く
っ
き
り
と
棚
田
を
分
か
ち
曼ま

ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

殊
沙
華

�

川
原
和
子

【
木
綿
間
俳
句
会
】

新
米
の
里
に
行
き
交
ふ
宅
急
便

�

曽
宮
六
四

と
り
あ
へ
ず
継
ぎ
は
ぎ
な
れ
ど
障
子
貼
る

�

竹
ノ
下
静
子

波
止
に
人
溢
れ
ん
ば
か
り
浦
ま
つ
り

�

神
谷
か
よ

笛
太
鼓
田
畑
を
渡
る
里
ま
つ
り

�

久
留
美
智
子

岡垣盆栽会　会員募集中
　生きがいづくりや健康のため、一緒に盆栽を育てませんか。
現在盆栽を育てている人はもちろん、初めての人も大歓迎です。
○活動内容
　・毎月第二日曜日の定例会（東部公民館、午前９時～正午）
　・町民文化祭などへの作品の出品
　・盆栽展示会や会員の盆栽棚の見学　　など
○費用　年会費として１万円
○問い合わせ　同会（水本）☎ 282-9737 へ
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●対象　町内に住み、掲載月が誕生月の
１～３歳の子ども
●申し込み　掲載月の１日までに投稿す
る写真・住所・親子の氏名（ふりがな）・
子の生年月日・電話番号・子どもへのコ
メント（22 文字以内）・広報おかがきへ
の意見を、地域づくり課（窓口・郵送・
Ｅメール）へ※応募多数の場合は抽選

11 月生まれ

平ひ
ら
た田

健け
ん
た太

ち
ゃ
ん（
３
歳
）

平
成
22
年
11
月
11
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

３
歳
お
め
で
と
う
！
い
つ
も

笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♪

平ひ
ら

山や
ま

蒼そ
う
ま真

ち
ゃ
ん（
２
歳
）

平
成
23
年
11
月
21
日
生
ま
れ（
公
園
通
り
中
）

笑
顔
い
っ
ぱ
い
幸
せ
あ
り
が

と
う
♡
大
き
く
育
っ
て
ね

田た
な
か中

彩あ
や
め愛

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

平
成
24
年
11
月
６
日
生
ま
れ（
三
吉
団
地
）

１
歳
お
め
で
と
♪
素
敵
な
女

の
コ
に
な
っ
て
ほ
し
い
ナ
♡

深ふ
か
た田

凌り
ょ
う
せ
い正

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

平
成
24
年
11
月
16
日
生
ま
れ（
吉
木
）

１
歳
お
め
で
と
う
！
モ
リ
モ

リ
食
べ
て
大
き
く
な
～
れ
!!

靏つ
る
い井

隆り
ゅ
う
と音

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

平
成
24
年
11
月
29
日
生
ま
れ（
野
間
四
）

お
め
で
と
う
！
元
気
い
っ
ぱ

い
す
く
す
く
大
き
く
な
あ
れ

小お
が
わ川

旋せ
ん
り梁

ち
ゃ
ん（
１
歳
）

平
成
24
年
11
月
25
日
生
ま
れ（
戸
切
百
合
野
）

甘
え
ん
ぼ
の
旋
ち
ゃ
ん
♡
家

族
み
ん
な
が
愛
し
て
る
ヨ
♡

楽しいクリスマスイベント！

ゆめフェスタ・サンリーアイ
　クリスマス・コンサートやボランティア団体 ｢さんり
ん舎 ｣のステージなど、誰でも楽しめる内容です。
と　き　12 月 22 日（日）午後２時から
ところ　岡垣サンリーアイ
入場料　500 円※４歳未満は無料
問い合わせ　岡垣サンリーアイ☎ 282-1515 へ
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役場・教育委員会
☎ 282-1211

情報プラザ人の駅
☎ 281-2005

こども未来館
☎ 281-5501

東部公民館
☎ 282-0035

中央公民館
☎ 282-0162

西部公民館
☎ 281-5006

町民武道館
☎ 282-6111

岡垣サンリーアイ
☎ 282-1515

社会福祉協議会
☎ 283-2940

シルバー人材センター
☎ 282-4688

岡垣町高齢者・障害者
相談センター
☎ 282-5167

岡垣町東部高齢者・障害者
相談センター
☎ 282-5103

岡垣町地域交流センター
☎ 282-5767

町の情報や広報おかがきは

岡垣町公式ホームページでも

見ることができます

お
知
ら
せ

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

�

公
共
施
設
の
予
約
が
で
き
ま
す

　

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー
に
、
利
用
者
端
末
を
設
置
し
ま

す
。
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
資
料
の

予
約
、
公
共
施
設
の
予
約
、
町
の
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
同
施
設
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
は
、
岡
垣
サ
ン
リ
ー

ア
イ
図
書
資
料
の
受
け
取
り
と
返
却
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

利
用
開
始　

12
月
２
日
㈪

利
用
時
間　

午
前
９
時
～
午
後
６
時

休
館
日　

毎
週
水
曜
日
、
年
末
年
始

問
い
合
わ
せ　

情
報
推
進
課
へ

障
害
へ
の
理
解
も
っ
と
深
め
よ
う

　

12
月
３
日
㈫
か
ら
９
日
㈪
は
障
害
者

クリスマス・ポットラック・パーティー
　いよいよ楽しいクリスマスの季節がやってきた！
　国際交流員のケイさんと福岡に住む外国の人たち
と一緒に、楽しく過ごせるパーティーを行います。
　ゲームやダンスなどの暖かい雰囲気の中、子ど
もから大人までみんなで楽しい時間を過ごしません
か。
と　き　12月 15日（日）午前 11時～午後１時 30分
ところ　中央公民館
定　員　100 人程度
費　用　無料　　
持参品　料理１皿※４人分以上
申し込み・問い合わせ　12 月９日（月）までに岡垣
国際交流協会☎ 282-0549 または地域づくり課へ

週
間
で
す
。
障
害
者
週
間
は
、
障
害
の

あ
る
人
や
障
害
へ
の
理
解
と
関
心
を
深

め
て
も
ら
う
ほ
か
、
障
害
の
あ
る
人
が

社
会
や
経
済
、
文
化
な
ど
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

誰
も
が
住
み
な
れ
た
ま
ち
で
健
や
か

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
障
害
の

こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
週
間
に
合
わ
せ
、
町
で
は
次
の

こ
と
を
し
ま
す
。

【
街
頭
啓
発
】　

内
　
容　

障
害
者
支
援
施
設
の
利
用
者

が
作
っ
た
除
菌
ア
ロ
マ
ス
プ
レ
ー
や
石

平成 26 年度新入園児お道具渡し

ならし保育実施中 !!

園の見学・途中入園随時受け付中！

TEL　282-1135

　TEL 282-0247
http://www.okagakichuoyoutien.com

わんぱくクラブ（未就園児クラブ）の

12 月 14 日（土）10：10 ～受付

クリスマス会をします !!
　　　＊サンタさんから　プレゼントもありますよ！＊

同日 26 年度新入園児用品販売及び制服採寸も行います !!

平成 26 年度新入園児受付け中

Ｈ 20. ４．２生～Ｈ 24. ４．１生

満３才になる年の４月から入園できます

わんぱくクラブ（未就園児クラブ）の

＊サンタさんと一緒に歌ったり・踊ったり楽しいクリスマス会を過ごしましょうね！みんなで遊びに来てね！＊

＊りんごチャレンジクラス（体験保育）実施中です＊

同日 26 年度新入園児用品販売及び

　　　制服採寸も行います !!

12 月 14 日（土）９：30 受付

クリスマス会をします !!

　℡　282-0235
http：//www.okagaki-daiichi.com

日　時：12 月 14 日（土）　10 時より

対象児：H20. ４. ２～ H23.11.30 生まれの方

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。
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け
ん
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

と
こ
ろ　

イ
オ
ン
岡
垣
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
、
ハ
ロ
ー
デ
イ
岡
垣
店
、
Ｊ

Ｒ
海
老
津
駅

【
障
害
者
団
体
の
作
品
展
示
な
ど
】

と
　
き　

12
月
２
日
㈪
～
16
日
㈪

と
こ
ろ　

岡
垣
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

※
駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
で
は
啓
発
ポ
ス

タ
ー
な
ど
の
掲
示
を
行
い
ま
す

【
と
も
に
】

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
へ

個
別
が
ん
検
診
の
受
診
は
お
早
め
に

　

個
別
が
ん
検
診
の
受
診
期
限
は
平
成

26
年
１
月
31
日
㈮
で
す
。
特
定
の
年
齢

の
人
に
は「
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

券
」を
送
っ
て
い
ま
す
。
受
診
を
希
望
す

る
人
は
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

医
療
機
関　

遠
賀
中
間
医
師
会
お
ん
が

病
院（
遠
賀
町
）

申
し
込
み　

12
月
27
日
㈮
ま
で
に
同
病

院
☎
２
８
２-

０
１
２
１
へ

受
け
付
け
時
間　

月
～
金
曜
日
の
午
前

11
時
～
午
後
４
時
※
祝
日
は
除
く

対
象
・
費
用
・
内
容　

岡
垣
町
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
25
年
４
月
以
降
に
、
岡
垣
町
が

実
施
す
る
集
団
検
診
ま
た
は
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
を
使
っ
て
受
診
し
た
が
ん
検
診

と
同
じ
種
類
の
検
診
は
受
診
不
可

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課
へ

工
業
統
計
調
査
に
協
力
を

　

12
月
31
日
現
在
で
、
工
業
統
計
調
査

を
行
い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
中
小
企

業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
の
基
礎
資
料

を
得
る
た
め
に
、
従
業
者
４
人
以
上
の

す
べ
て
の
製
造
事
業
所
を
対
象
に
行
う

も
の
で
す
。

　

12
月
中
旬
よ
り
調
査
員
証
を
持
っ
た

調
査
員
が
伺
い
ま
す
。
調
査
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
振
興
課
へ

ほ
っ
と
カ
フ
ェ

�

12
月
の
本
展
示
イ
ベ
ン
ト

　

12
月
19
日
ま
で｢

寒
さ
に
負
け
な
い

生
活｣

を
テ
ー
マ
に
、
本
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
身
も
心
も
暖
ま
る
本
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

み
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

自
主
学
習
コ
ー
ナ
ー

�

気
軽
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い

　

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
の
４
階
に
、
自

主
学
習
の
た
め
の
場
所
を
設
け
て
い
ま

す
。
受
け
付
け
後
、
誰
で
も
利
用
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
学
校
の
予
習
・
復

習
や
試
験
勉
強
な
ど
、
気
軽
に
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

ガソリンは正しく取り扱いましょう
　今年の８月、京都府福知山市の花火大会で爆発
事故が起こり、多数の死傷者が出ました。原因は
まだ明らかになっていませんが、ガソリンの誤っ
た取扱いにあると言われています。
　ガソリンは引火しやすく、気体になりやすい性
質を持っています。次のことに注意して取り扱い
ましょう。
【注意点】
・車へ給油するときは、必ずエンジンを切る
・風通しの良い火の気のない日陰で保管する
・持ち運ぶときは、専用の携行缶を使う
・ �携行缶への給油は、資格を持つガソリンスタン
ドの店員に依頼する

・ �使用前は必ず携行缶の空
気調整ネジを緩め、缶内
の圧力を調整してからタン
クキャップを外す
問い合わせ
遠賀郡消防署☎ 293-1231 へ

遺産相続・生前贈与・遺言などでお困りの方
その他様々なご相談お受けします。
お気軽にお問い合わせください！

おかがき法務事務所
司法書士　中村　好伸
岡垣町海老津駅前９番 20 号
☎ 283-2905　FAX701-9245

日常トラブル

成年後見
会社登記

相続登記

不動産登記

おかがき法務事務所

家づくり 、 店舗開業 な ど 
土地探しには注意す べ き点が多数あり ま す 。 
専門 スタ ッフのア ドバ イ ス で 
後悔し な い土地探し を 提案致し ま す 。 

建築のプロに

任せて安心 ！

こんな症状ありませんか？
・何度も同じことを言う
・日時や場所がわからない
・物を盗られたと言って大騒ぎする
・怒りっぽくなった
　　　　　など認知症のサインかも？

物忘れ外来 ･･･ 毎週木曜日（予約制） 医　師 ： 山田 健治
　 連絡先 ･･･PSW 吉村文宏

〒 811-4204 福岡県遠賀郡岡垣町手野 145
TEL：093-282-0181 FAX：093-283-0346
http://www.onmah.jp

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。
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募
　
　
集

ク
リ
ス
マ
ス
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
を
！

�
サ
ン
タ
を
家
に
呼
び
ま
せ
ん
か

　

ク
リ
ス
マ
ス
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が

自
宅
を
訪
れ
、
事
前
に
預
か
っ
た
プ
レ

ゼ
ン
ト
に
お
菓
子
と
か
わ
い
い
カ
ー
ド

を
添
え
て
子
ど
も
に
手
渡
し
ま
す
。

配
達
対
象　

町
内
在
住
で
小
学
生
以
下

の
子
ど
も

と
　
き　

12
月
23
日
㈷
午
後
６
時
30
分

～
８
時
30
分

※
時
間
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

定
　
員　

100
人
程
度

費
　
用　

子
ど
も
１
人
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月
13
日

㈮
ま
で
に
岡
垣
町
商
工
会
☎
２
８
２-

０
２
９
４
へ

台
風
に
よ
る
災
害
の

�

義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

　

受
領
証
が
必
要
な
人
は
通
信
欄
に
記

載
し
て
く
だ
さ
い
。

【
台
風
24
号
】

受
け
付
け
期
間　

12
月
17
日
㈫
ま
で

口
座
番
号
＝
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

０
０
９

８
０-

４-

２
０
２
５
１
４

口
座
名
義
＝
日
赤
鹿
児
島
県
支
部
台
風

24
号
災
害
義
援
金

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

平成 26 年度新入園児お道具渡し

ならし保育実施中 !!

園の見学・途中入園随時受け付中！

TEL　282-1135

　TEL 282-0247
http://www.okagakichuoyoutien.com

わんぱくクラブ（未就園児クラブ）の

12 月 14 日（土）10：10 ～受付

クリスマス会をします !!
　　　＊サンタさんから　プレゼントもありますよ！＊

同日 26 年度新入園児用品販売及び制服採寸も行います !!

平成 26 年度新入園児受付け中

Ｈ 20. ４．２生～Ｈ 24. ４．１生

満３才になる年の４月から入園できます

わんぱくクラブ（未就園児クラブ）の

＊サンタさんと一緒に歌ったり・踊ったり楽しいクリスマス会を過ごしましょうね！みんなで遊びに来てね！＊

＊りんごチャレンジクラス（体験保育）実施中です＊

同日 26 年度新入園児用品販売及び

　　　制服採寸も行います !!

12 月 14 日（土）９：30 受付

クリスマス会をします !!

　℡　282-0235
http：//www.okagaki-daiichi.com

日　時：12 月 14 日（土）　10 時より

対象児：H20. ４. ２～ H23.11.30 生まれの方

　町の特産品「本格焼酎岡垣」を手掛ける鹿児島酒造の
黒瀬安光総杜氏（写真）が、厚生労働省 2013 年度「現代
の名工」に選ばれました。
　匠の技と町の結晶が生み出す芋焼酎。お歳暮や年末年
始にいかがですか。
【価格】
○ 1,800ml　2,330 円
○　720ml　1,260 円

お歳暮・年末年始には焼酎岡垣を

問い合わせ　
岡垣町の特産品を育てる会（産業振興課）へ
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【
台
風
26
号
】

受
け
付
け
期
間　

平
成
26
年
１
月
31
日

㈮
ま
で

口
座
番
号
＝
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

０
０
１

６
０-

５-

６
９
５
４
３
４

口
座
名
義
＝
日
赤
東
京
都
支
部
伊
豆
大

島
台
風
26
号
災
害
義
援
金

問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
へ

放
送
大
学
で
学
び
ま
せ
ん
か

　

平
成
26
年
４
月
に
入
学
す
る
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

内
　
容　

教
養
学
部
、
大
学
院
修
士
選

科
生
・
修
士
科
目
生

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月
１
日

㈰
～
平
成
26
年
２
月
28
日
㈮
に
、
北
九

州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
☎
５
６
１-

９
８
７
９
へ催

　
　
し

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

�

年
賀
状
作
り
を
し
ま
せ
ん
か

　

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
岡
垣
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

対
　
象　

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

と
　
き　

12
月
14
日
㈯
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
※
受
け
付
け
は
午
後
３
時

30
分
ま
で

と
こ
ろ　

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

内
　
容　

簡
単
な
マ
ウ
ス
操
作
で
年
賀

状
を
選
び
印
刷
し
ま
す
※
写
真
や
文
字

入
力
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん

持
参
品　

年
賀
は
が
き
※
30
枚
ま
で

費
　
用　

無
料

受
　
付　

来
場
順
に
受
け
付
け

※
午
前
中
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す

問
い
合
わ
せ　

Ｉ
Ｔ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
岡

垣
☎
０
９
０-

７
９
８
４-

３
１
８
０

ま
た
は
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

�

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

　

会
場
で
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
他

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し

て
い
る
団
体
の
紹
介
や
い
ろ
い
ろ
な
お
楽

し
み
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
岡

垣
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
び
わ

り
ん
＆
び
わ
す
け
も
遊
び
に
来
ま
す
！

と
　
き　

12
月
１
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
２
時

と
こ
ろ　

岡
垣
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

内
　
容　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
輪
投

げ
・
ペ
タ
ン
ク
、
折
り
紙
、
黒
田
官
兵

衛
に
な
ろ
う
、
び
わ
り
ん
＆
び
わ
す
け

登
場
※
正
午
ま
で

問
い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
☎
２
８
２

-

５
７
６
７
へ

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

遺産相続・生前贈与・遺言などでお困りの方
その他様々なご相談お受けします。
お気軽にお問い合わせください！

おかがき法務事務所
司法書士　中村　好伸
岡垣町海老津駅前９番 20 号
☎ 283-2905　FAX701-9245

日常トラブル

成年後見
会社登記

相続登記

不動産登記

おかがき法務事務所

家づくり 、 店舗開業 な ど 
土地探しには注意す べ き点が多数あり ま す 。 
専門 スタ ッフのア ドバ イ ス で 
後悔し な い土地探し を 提案致し ま す 。 

建築のプロに

任せて安心 ！

こんな症状ありませんか？
・何度も同じことを言う
・日時や場所がわからない
・物を盗られたと言って大騒ぎする
・怒りっぽくなった
　　　　　など認知症のサインかも？

物忘れ外来 ･･･ 毎週木曜日（予約制） 医　師 ： 山田 健治
　 連絡先 ･･･PSW 吉村文宏

〒 811-4204 福岡県遠賀郡岡垣町手野 145
TEL：093-282-0181 FAX：093-283-0346
http://www.onmah.jp

剪定枝や木切れを再資源化しよう

　幹の直径が５㎝以下で長さが 90㎝以下の枝や木切れは、
燃えるごみ用指定ひもで結び、ごみとして出すことができ
ますが、糠塚にある遠賀・中間リレーセンターでは幹の直
径や長さも関係なく持ち込むことができます。同リレーセ
ンターに持ち込まれた枝や木切れは再資源化され、チップ
やたい肥などに生まれ変わります。
　持ち込みは有料ですが再資源化を進めるため剪

せんてい
定枝や木

切れなどは、遠賀・中間リレーセンターに持ち込みましょう。
そのほか、次の場所に持ち込んでも再資源化をします。
■クリエート遠賀☎ 282-6015
■ゆめ環境☎ 293-2791
問い合わせ　住民環境課へ
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遺産相続・生前贈与・遺言などでお困りの方
その他様々なご相談お受けします。
お気軽にお問い合わせください！

おかがき法務事務所
司法書士　中村　好伸
岡垣町海老津駅前９番 20 号
☎ 283-2905　FAX701-9245

日常トラブル

成年後見
会社登記

相続登記

不動産登記

おかがき法務事務所

家づくり 、 店舗開業 な ど 
土地探しには注意す べ き点が多数あり ま す 。 
専門 スタ ッフのア ドバ イ ス で 
後悔し な い土地探し を 提案致し ま す 。 

建築のプロに

任せて安心 ！

こんな症状ありませんか？
・何度も同じことを言う
・日時や場所がわからない
・物を盗られたと言って大騒ぎする
・怒りっぽくなった
　　　　　など認知症のサインかも？

物忘れ外来 ･･･ 毎週木曜日（予約制） 医　師 ： 山田 健治
　 連絡先 ･･･PSW 吉村文宏

〒 811-4204 福岡県遠賀郡岡垣町手野 145
TEL：093-282-0181 FAX：093-283-0346
http://www.onmah.jp

岡垣町広告掲載要綱に基づき掲載しています。

相
　
　
談

解
雇
や
残
業
代
な
ど
の
悩
み

�

電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す

と
　
き　

12
月
21
日
㈯
午
前
10
時
～
午

後
７
時

相
談
電
話　

０
１
２
０-

６
１
０-

７

８
７

費
　
用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
青
年
司
法
書
士

協
議
会（
永
田
）☎
０
９
２-
５
５
５-

２
２
７
６
へ

労
使
に
関
す
る
相
談
を

�

受
け
付
け
ま
す

　

労
働
委
員
会
は
、
労
働
組
合
と
会
社

（
使
用
者
）と
の
間
で
起
こ
っ
た
争
い
を

解
決
す
る
た
め
に
、
公
正
・
中
立
な
立

場
で
手
伝
う
行
政
機
関
で
す
。

内
　
容

①
労
使
紛
争
の
調
整

②
不
当
労
働
行
為
の
審
査

③
労
働
組
合
の
資
格
審
査

費
　
用　

無
料

問
い
合
わ
せ　

福
岡
県
労
働
委
員
会
事

務
局

①
☎
０
９
２-

６
４
３-

３
９
８
０（
調

整
課
）

②
・
③
☎
０
９
２-

６
４
３-

３
９
８

２（
審
査
課
）へ

１
人
で
悩
ま
ず
に

�

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

12
月
４
日
㈬
か
ら
10
日
㈫
ま
で
は「
人

権
週
間
」で
す
。
こ
の
週
間
に
合
わ
せ
て
法

務
局
の
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
、
無
料

で
電
話
相
談
を
受
け
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

さ
れ
ま
す
。
気
軽
に
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

12
月
７
日
㈯
午
前
９
時
～
午

後
５
時

内
　
容　

家
庭
内
の
も
め
ご
と
や
隣
近

所
と
の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
、
差
別
な
ど

相
談
電
話　

０
１
２
０-

８
８
９-

４

０
５
※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
可

問
い
合
わ
せ　

福
岡
法
務
局
北
九
州
支

局
☎
５
６
１-

３
５
４
２
へ

国
税
の
相
談
�

税
理
士
が
無
料
で
受
け
ま
す

　

所
得
・
譲
渡
・
相
続
な
ど
、国
税
の
こ
と

で
悩
ん
で
い
る
人
は
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

12
月
16
日
㈪
午
後
１
時
30
分

～
４
時

と
こ
ろ　

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

12
月
13
日

㈮
ま
で
に
岡
垣
町
商
工
会
☎
２
８
２-

０
２
９
４
へ

ま
ち
の
相
談
窓
口

電
話
で

【
お
か
が
き
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

○
女
性
の
た
め
の
悩
み
ご
と
相
談

と
　
き　

水
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
５
時

電
　
話　

５
６
１-

５
７
３
７

【
教
育
電
話
相
談
】

と
　
き　

原
則
月･

水･

金
曜
日
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

電
　
話　

２
８
２-

４
８
８
４

【
子
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
24
】

○
い
じ
め
な
ど
児
童
生
徒
の
相
談

と
　
き　

い
つ
で
も
可

電
　
話　

０
９
４
９-

２
４-

３
３
４
４

【
ふ
く
お
か
自
殺
予
防
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

と
　
き　

い
つ
で
も
可

電
　
話　

０
９
２-

５
９
２-

０
７
８
３

【
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
】

と
　
き　

月
～
金
曜
日
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時

と
こ
ろ　

宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境

事
務
所（
宗
像
市
）・
分
庁
舎（
水
巻
町
）

電
話
・
予
約　

０
９
４
０-

３
６-

２

４
７
３
※
面
談
は
要
予
約

面
接
で

【
行
政
相
談
】

と
き
・
と
こ
ろ　

12
月
13
日
㈮
午
後
１

時
30
分
～
４
時
、
い
こ
い
の
里

【
総
合
福
祉
相
談（
福
祉
110
番
）】

と
き
・
と
こ
ろ　

12
月
10
・
24
日
と
も
に

火
曜
日
午
前
10
時
～
正
午
、
い
こ
い
の
里

【
心
配
ご
と
相
談
】

と
き･

と
こ
ろ　

12
月
20
日
㈮
午
後
２

時
～
４
時
、
東
部
公
民
館

【
法
律
相
談
】
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平成 26 年度新入園児お道具渡し

ならし保育実施中 !!

園の見学・途中入園随時受け付中！

TEL　282-1135

　TEL 282-0247
http://www.okagakichuoyoutien.com

わんぱくクラブ（未就園児クラブ）の

12 月 14 日（土）10：10 ～受付

クリスマス会をします !!
　　　＊サンタさんから　プレゼントもありますよ！＊

同日 26 年度新入園児用品販売及び制服採寸も行います !!

平成 26 年度新入園児受付け中

Ｈ 20. ４．２生～Ｈ 24. ４．１生

満３才になる年の４月から入園できます

わんぱくクラブ（未就園児クラブ）の

＊サンタさんと一緒に歌ったり・踊ったり楽しいクリスマス会を過ごしましょうね！みんなで遊びに来てね！＊

＊りんごチャレンジクラス（体験保育）実施中です＊

同日 26 年度新入園児用品販売及び

　　　制服採寸も行います !!

12 月 14 日（土）９：30 受付

クリスマス会をします !!

　℡　282-0235
http：//www.okagaki-daiichi.com

日　時：12 月 14 日（土）　10 時より

対象児：H20. ４. ２～ H23.11.30 生まれの方

広告内容に関しては、広告主に直接お問い合わせください。

12 月のし尿収集
大型車 12月 小型車

波津、原、内浦、手野、新松原 2 日 東黒山、糠塚
三吉、三吉団地、吉木 3 日
元松原、西黒山、東黒山 4 日
月２回Ａ（波津、内浦、手野、三吉、三
吉団地、高塚　吉木、新松原、元松原、
東黒山、糠塚）

5 日 月２回（波津、内浦、吉木、西黒山、百合ヶ
丘、上海老津、戸切、戸切白谷、戸切百合野）

月２回Ｂ（西山田、山田、高倉、上高倉、 
海老津、上畑、戸切、野間） 6 日 湯川、原、波津、内浦、手野 

吉木 9 日 元松原、西黒山、東黒山、高塚、吉木
野間、海老津、新海老津 10 日 上畑、上高倉、野間
新海老津、東海老津、海老津、百合ヶ丘、 
西高陽、東高陽、高陽、東松原、鍋田、
山田    戸切白谷、戸切

11 日 海老津、新海老津、東山田、東松原

高塚、吉木、塚原、野間、緑ヶ丘 12 日
高倉、吉木 13 日 戸切白谷、戸切、戸切百合野
戸切白谷、戸切、戸切百合野 16 日 高倉

17 日 手野、三吉、吉木、高倉、新松原
月２回Ａ（波津、内浦、手野、三吉、三
吉団地、高塚　吉木、新松原、元松原、 
東黒山、糠塚）

18 日

月２回Ｂ（西山田、山田、高倉、上高倉、 
海老津、上畑、戸切、野間） 19 日 月２回（波津、内浦、吉木、西黒山、百合ヶ

丘、上海老津、戸切、戸切白谷、戸切百合野）
戸切、戸切百合野   20 日

問い合わせ
住民環境課へ

糠塚、東黒山 24 日
茅原、新海老津、桜台、東山田、西山田、 
南山田、山田、野間、山田峠 25 日

海老津、上畑　 26 日
高倉、上高倉 27 日

ダンボールコンポストを利用して、
ごみの堆肥化をやってみませんか。

10 月　岡垣町から出た

燃えるごみ　674.5t
　　　　　　　　　　　　　　　　・前年同月比 － 14.8t
　　　　　　　　　　　　　　　　・１人当たり   20.7kg

資源ごみ　　  51.7t
　　　　　　　　　　　　　　　　・前年同月比　－ 2.2t
　　　　　　　　　　　　　　　　・１人当たり　 　 1.6kg

と
き･

と
こ
ろ　

12
月
６
日
・
13
日
と

も
に
金
曜
日
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30

分
、
い
こ
い
の
里
※
要
予
約
☎
岡
垣
町

社
会
福
祉
協
議
会

【
交
通
事
故
相
談
】

と
き･

と
こ
ろ　

12
月
２
日
㈪
宗
像
市

役
所
☎
０
９
４
０-

３
６-

５
０
５
０
、

12
月
11
日
㈬
ハ
ピ
ネ
ス
な
か
ま
☎
２
４

６-

２
０
１
７
、
と
も
に
午
前
10
時
～
午

後
４
時
※
受
け
付
け
は
午
後
３
時
ま
で

【
女
性
の
健
康
・
不
妊
相
談
】

と
き
・
と
こ
ろ　

12
月
20
日
㈮
午
後
１

時
～
４
時
、
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環

境
事
務
所（
宗
像
市
）※
要
予
約
☎
０
９

４
０-

３
７-

４
０
７
０

休
日
や
夜
間
の
診
療
は

【
日
曜
日
・
祝
日
】

と
き
・
と
こ
ろ　

受
付
＝
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
、
遠
賀
中
間
休
日
急
病

セ
ン
タ
ー（
遠
賀
中
間
医
師
会
お
ん
が

病
院･

遠
賀
町
）☎
２
８
２-

９
９
１
９

診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
※
小
児
科

は
要
問
い
合
わ
せ

【
夜
間
相
談
】

内
容
・
と
き

○�

診
療
で
き
る
病
院
を
知
り
た
い
＝
遠

賀
郡
消
防
本
部
☎
２
９
３-

１
２
３
１

○�

小
児
救
急
電
話
相
談
＝
☎
＃
８
０
０

０
ま
た
は
６
６
２-

０
７
０
０（
北
九

州
地
区
）午
後
７
時
～
午
前
７
時

○�

一
般
相
談
＝
☎
２
８
２-

９
９
１
９

平
日
午
後
６
時
～
10
時
、
日
祝
日
午

後
５
時
～
10
時

医
療
機
関
の
情
報
を
知
り
た
い
と
き
は

※
い
つ
で
も
可

○�

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
＝
☎
０
９

２-

４
７
１-

０
０
９
９

○�

救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
音
声
Ｆ
Ａ

Ｘ
案
内
＝
☎
０
９
２-

４
１
５-

３

１
１
３

○�

北
九
州
テ
レ
ホ
ン
セ
ン
タ
ー
＝
☎
５

２
２-

９
９
９
９
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い
★
き
★
い
★
き
★
情
★
報

女
性
と
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

女
性
を
取
巻
く
飲
酒
事
情

　

平
成
20
年
に
更
生
労
働
省
が
行
っ
た

調
査
に
よ
る
と
、
飲
酒
率
は
20
代
前
半

で
は
、
男
性
83
・
５
％
、
女
性
90
・
４
％

と
女
性
が
上
回
り
、
30
・
40
代
の
女
性

の
約
１
割
に
飲
酒
習
慣（
週
３
回
以
上

で
１
日
１
合
以
上
の
飲
酒
）が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、

女
性
の
社
会
進
出
が
増
え
た
こ
と
や
安

価
で
飲
み
や
す
い
甘
い
お
酒
が
増
え
た

こ
と
な
ど
で
、
飲
酒
が
身
近
に
な
っ
た

こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

女
性
が
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に

�

な
り
や
す
い
理
由

　

体
内
に
入
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で

処
理
さ
れ
ま
す
が
、
女
性
の
肝
臓
は
男

性
に
比
べ
小
さ
く
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
は
肝

臓
で
の
ア
ル
コ
ー
ル
分
解
能
力
を
低
下

さ
せ
る
働
き
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

男
性
よ
り
も
少
量
・
短
期
間
で
ア
ル
コ
ー

　

日
本
で
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
が
疑
わ
れ
る
人
は
約
４
４
０
万
人
に
の
ぼ
り
、

近
年
で
は
、
女
性
の
依
存
症
患
者
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

女
性
は
、
男
性
よ
り
早
い
期
間
で
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
に
な
り
や
す
く
、
様
々

な
健
康
障
害
を
起
こ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

第 256 回 ヘルシークッキング　～体を温める食事～　大根おろしと白玉団子のスープ
材料（２人分）

白玉団子：○白玉粉 40g○水または豆腐 40㏄（40g）
○水 300 ㏄○鶏がらスープの素小さじ１○干し貝柱１
個○ベーコン 10g○大根おろし 40g
水溶き片栗粉：○片栗粉大さじ１○水大さじ２
○三つ葉○ゴマ油小さじ１○しょうゆ、ラー油（好み
で）少々

作り方
【白玉団子をつくる】
①白玉粉をボールに入れて、水を少しずつ加え、耳た
ぶくらいの固さになるまでこねる
②１人３個ずつになるように等分して丸め、親指で真
ん中をくぼませる。熱湯の中に入れてゆで、浮き上がっ
て１分ほどしたら冷水にとる

【スープをつくる】
①干し貝柱はひたひたの水に漬けて戻す（戻し汁は
とっておく）
②①の貝柱はほぐし、ベーコンは４㎝程度の拍子木切
りにする
③鍋に水と①の戻し汁、②を加えて煮立て、鶏がらスー
プの素を加えて、塩、コショウで薄めに調味する
④煮立ったら、火を弱めてから水溶き片栗粉を入れて
とろみをつける
⑤④に大根おろしを加えて再沸騰させる
⑥器に取り分け、三つ葉を散らし、しょうゆ、ゴマ油、
ラー油などをお好みで食べる直前に加える

１人分の栄養価
エネルギー：144kcal、タンパク質3.9g、脂質 4.3g、塩分1.3g

ル
依
存
症
に
な
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
が
女
性
に

�

も
た
ら
す
健
康
被
害

　

飲
酒
に
よ
る
肝
機
能
障
害
・
肝
硬
変

は
男
性
の
半
分
の
量
で
発
症
す
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
不
妊
や
閉
経
後

の
乳
が
ん
、
脳
卒
中
の
発
症
リ
ス
ク
を
高

め
ま
す
。

　

妊
娠
中
の
飲
酒
は
、
早
産
や
流
産
、

赤
ち
ゃ
ん
の
知
能
障
害
や
発
育
障
害
な

ど
を
発
症
す
る
原
因
に
な
り
ま
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切
で
す

　

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
は
、
飲
酒
し
た

い
欲
求
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な

る『
病
気
』で
あ
り
、
心
身
を
壊
す
だ
け

で
な
く
場
合
に
よ
っ
て
は
社
会
的
に
も

破
滅
を
起
こ
し
ま
す
。
右
の
表
で
チ
ェ
ッ

ク
を
行
い
、
依
存
症
の
傾
向
が
あ
る
場

合
は
、
早
期
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
・
問
い
合
わ
せ

●
宗
像
・
遠
賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所

　

☎
０
９
４
０-

３
６-

２
４
７
３

※
専
門
医
療
機
関
や
断
酒
会
の
紹
介
も

し
て
い
ま
す

福
祉
課
保
健
師
　
能
見
由
香

【
新
久
里
浜
式
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
ス
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
テ
ス
ト
（
女
性
版
）】

最
近
六
カ
月
の
間
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
か
（
は
い
…
１
点
、
い
い
え
…
０
点
）

①�

酒
を
飲
ま
な
い
と
寝
付
け
な
い
こ
と
が
多
い

②�

医
師
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
る
よ
う
に
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る

③�

せ
め
て
今
日
だ
け
は
酒
を
飲
む
ま
い
と
思
っ

て
い
て
も
つ
い
飲
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
多
い

④�

酒
の
量
を
減
ら
そ
う
と
し
た
り
、
酒
を
止
め

よ
う
と
試
み
た
り
し
た
こ
と
が
あ
る

⑤�

飲
酒
し
な
が
ら
、
仕
事
、
家
事
、
育
児
を
す

る
こ
と
が
あ
る

⑥�

私
の
し
て
い
た
仕
事
を
周
り
の
人
が
す
る
よ

う
に
な
っ
た

⑦�

酒
を
飲
ま
な
け
れ
ば
良
い
人
だ
と
よ
く
言
わ

れ
る

⑧�

自
分
の
飲
酒
に
つ
い
て
後
ろ
め
た
さ
を
感
じ

た
こ
と
が
あ
る

●�

合
計
３
点
以
上
…
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の
疑

い
群

●�

合
計
１
～
２
点
…
要
注
意
群
（
質
問
⑥
の
１

点
の
み
の
場
合
は
正
常
群
）

●
合
計
点
が
０
点
…
正
常
群

お酒の種類 １日に飲む
お酒の適量

アルコール
度数

ビ ー ル 250ml ５％

日 本 酒 半合（90ml） 15％

ワ イ ン 小グラス１杯 12％

チューハイ 180ml ７％

焼 酎 コップ1/4
（50ml） 25％

▲女性が飲酒する量の適量
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第340回

黒
田
官
兵
衛
と
井
上
周す

お
う防
③

　
　
井
上
九
郎
右
衛
門

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会　

羽
山　

健
一

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ「
軍
師
官
兵

衛
」が
、
来
年
１
月
か
ら
始
ま
る
。
主

人
公
の
黒
田
官
兵
衛
孝
高
は
、
豊
臣

秀
吉
を
天
下
人
に
し
た
軍
師
で
あ
る
。

秀
吉
は
、
官
兵
衛
の
実
力
を
評
価
す

る
一
方
で
、
そ
の
才
能
を
恐
れ
高
録

を
与
え
な
か
っ
た
。
官
兵
衛
の
晩
年

に
起
き
た｢

関
ヶ
原
の
合
戦｣

で
は
、

九
州
で
大
活
躍
を
し
て
、
天
下
取
り

を
目
指
し
た
男
と
し
て
後
世
に
語
り

継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ド
ラ
マ

で
は
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ
Ｖ
６
の

岡
田
准
一
が
官
兵
衛
を
演
じ
る
。
ど

の
よ
う
な
官
兵
衛
が
登
場
す
る
か
楽

し
み
で
あ
る
。

　

さ
て
、
官
兵
衛
を
支
え
た
家
臣
も

多
彩
で
あ
る
。
筆
頭
家
老
の
栗
山
備

後
利
安
は
、
官
兵
衛
が
最
も
信
頼
し

た
武
将
で
あ
っ
た
。
母
里
太
兵
衛
友

信
は
、
福
島
正
則
か
ら
名
槍「
日
本

号
」を
飲
み
取
っ
た
槍
の
名
手
で
、
民

謡「
黒
田
節
」で
有
名
で
あ
る
。
後
藤

又
兵
衛
基
次
は
、
黒
田
長
政
と
の
確

執
か
ら
筑
前
を
出
奔
し
て
、
大
阪
夏

の
陣
で
討
死
を
し
た
豪
傑
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
次
席
家
老
の
井
上
九
郎
右

衛
門
は
、
岡
垣
町
と
深
い
縁
で
結
ば

れ
た
人
で
あ
る
。
豊
後「
石
垣
原
の
合

戦
」で
は
、
敗
走
す
る
友
軍
を
救
援
し

て
敵
を
破
り
、
敵
将
吉
弘
統
幸
を
討

ち
取
る
功
名
を
立
て
て
い
る
。
黒
田

家
で
は
、
優
れ
た
家
臣
24
人
を
尊
称

し
て「
黒
田
二
十
四
騎
」と
呼
び
、
そ

の
中
で
も
特
に
優
れ
た
８
名
を「
黒
田

八
虎
」と
し
て
武
士
の
鑑
と
し
た
の
で

あ
る
。
前
述
の
４
人
は
、
当
然
黒
田

八
虎
に
選
ば
れ
た
武
将
で
、
黒
田
52

万
石
の
礎
を
築
い
た
人
た
ち
で
あ
っ

た
。

　

井
上
九
郎
右
衛
門
は
、
播
州
姫
路

生
ま
れ
で
、
実
名
之
房
、
幼
名
を
弥

太
郎
、
九
郎
次
郎
、
成
長
し
て
九
郎

右
衛
門
と
改
め
た
。
筑
前
に
入
り
官

途
を
得
て
周
防
と
称
し
、
隠
居
後
は

道
柏
と
号
し
た
。
官
兵
衛
の
父
職
隆

に
小
姓
と
し
て
仕
え
、
以
後
官
兵
衛
、

長
政
、
忠
之
の
黒
田
４
代
に
仕
え
た

福
岡
藩
の
重
臣
で
あ
る
。

　

１
６
０
０（
慶
長
５
）
年
の
黒
田

家
筑
前
入
封
の
時
、
豊
前
領
主
の
細

川
家
と
年
貢
米
騒
動
が
起
き
た
。
黒

田
家
が
豊
前
で
徴
収
し
た
年
貢
米

を
、
新
領
主
の
細
川
氏
に
引
き
渡
さ

ず
、
筑
前
に
持
ち
出
し
て
い
た
か
ら

で
あ
る
。
藩
主
忠
興
は
、
年
貢
米
返

還
交
渉
で
黒
田
家
の
対
応
を
不
満
と

し
、
実
力
行
使
に
出
る
寸
前
で
あ
っ

た
。
遠
賀
郡
は
、
豊
前
国
境
に
接
し

街
道
も
通
っ
て
い
た
た
め
、
一
触
即

発
の
最
前
線
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
そ
の
遠
賀
郡
黒
崎
城
代
に
知
行

１
万
６
千
石（
後
２
万
石
）の
九
郎
右

衛
門
を
配
置
し
、
豊
前
押
さ
え
と
し

た
の
で
あ
る
。
長
政
が
誰
よ
り
も
九

郎
右
衛
門
を
信
頼

し
て
い
た
証
し
で

あ
ろ
う
。

　

黒
崎
城
は
、
Ｊ

Ｒ
黒
崎
駅
の
北
東

約
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
城
山

（
道
柏
山
）に
築
か

れ
て
い
た
。
当
時

の
縄
張
り
は
不
明

で
あ
る
が
、
お
そ

ら
く
洞
海
湾
を
天

然
の
要
害
と
し
、
鉄
砲
や
大
砲
の
攻

撃
に
対
処
し
た
近
代
的
な
城
郭
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
１
６
１
５（
慶
長

20
）年
の「
一
国
一
城
令
」で
、
完
成

後
十
数
年
で
破
却
さ
れ
、
幻
の
城
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。
九
郎
右
衛
門
は
、

陣
原（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）に
陣
屋

を
置
き
、
居
所
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

１
６
１
８（
元
和
４
）年
九
郎
右
衛

門
は
、
家
督
を
長
男
の
右
近
一
利
に

譲
り
隠
居
し
た
。
こ
の
頃
、
吉
木
区

の
隆
守
院
横
の
道
楽（
道
柏
）屋
敷
に

居
住
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
１
６

３
４（
寛
永
11
）年
10
月
22
日
、
井
上

周
防
之
房
は
、
陣
原
の
屋
敷
で
逝
去

し
た
。
81
歳
の
生
涯
で
あ
っ
た
。
遺

言
で
自
ら
が
再
興
し
た
龍
昌
寺（
高
倉

区
）に
、
葬
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

▲井上周防の墓（町指定文化財）
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人身事故　９月　12 件

死亡 ０人 ・ 重傷 ３人 ・ 軽傷 13 人

救急 10 月

出場 122 件・搬送 116 件

火災 10 月

出火 ０件・り災 ０件

D
EC

EM
B

ER 2013

平
成
25
年
　
　（　
）
内
は
実
施
場
所
、
時
間
は
開
始
時
間

12
月
の
行
事
予
定

�２日（月）●～駅前イルミネーション点灯（ＪＲ海老津駅）
�７日（土）●人権講演会（岡垣サンリーアイ）13：30～
15日（日）●クリスマスポットラックパーティー（中央公民館）11：00～

　

役　

場
☎
２
８
２

│

１
２
１
１

保健行事

人
の
動
き

10 月末  32,569 人（－12人）
男　性……15,387人（－20人）
女　性……17,182人（＋8人）
世帯数……13,262世帯（＋5世帯）
出生23人・死亡31人・転入76人・転出	80人

　※（　　）は前月との比較

納
期

○固定資産税３期分……………………12月 25日
○国民健康保険税７期分………………12月 25日
○保育所保育料 12月分…………………12月 25日

（延長保育は 11月分）
○町営住宅家賃 12月分………………………………

平成 26年１月６日
○後期高齢者医療保険料６期分……………………

平成 26年１月６日

地
域
・
学
校

� １日（日）●クリスマスイルミネーション IN波津海岸�
� � � （波津海水浴場）
24日（火）●２学期終業式（町内小中学校）
28日（土）●納め不動祭（成田山不動寺）
30日（月）●煤

すす

払い（成田山不動寺）
31日（火）●大晦

みそか

日除夜の鐘（龍昌禅寺ほか）
� � ●除夜祭（高倉神社）

� � ●ミカン狩りのシーズンです

� 4日（水）●４か月児健診（いこいの里）12：45

� � ●７か月児健診（いこいの里）13：00

10日（火）●子育て相談自由広場（こども未来館）９：30

18日（水）●３歳児健診（いこいの里）12：45

19日（木）●にこにこクッキング（中央公民館）10：00

20日（金）●子どもの発達相談（役場）９：00

【年末年始の休み】28日（土）～平成26年１月５日（日）
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駅
前ぎゃ

ら
り
ー

12 月
【前半】障害週間展示
【後半】人権作品展

１日（日）●陸上長距離走大会（町民総合グラウンド）9：30
８日（日）●遠賀郡ロードレース大会（芦屋町祇園崎運動広場）
�� �9：00

　

ス
ポ
ー
ツ
大
会

� 1日（日）●大人と子どものふれあい教室：縄なえ練習（中央）
� � � 13：30
� 3日（火）●親子読み聞かせ教室（中央）10：00
� � ●リフレッシュ体操教室（西部）10：00
� 7日（土）●リフレッシュ体操教室（中央）10：00
� 9日（月）●成人講座ゆうま（中央）10：00
10日（火）●リフレッシュ体操教室（西部）10：00
11日（水）●若潮学級（中央）10：00
14日（土）●キッズ三味線教室（東部）９：00
17日（火）●親子読み聞かせ教室（中央）10：00
� � ●リフレッシュ体操教室（西部）10：00
21日（土）●キッズ三味線教室（東部）９：00
� � ●リフレッシュ体操教室（中央）10：00
22日（日）●食育講座：飾りのりまき作り（中央）
� � � ① 10：00② 14：00
23日（祝）●大人と子どものふれあい教室：しめ飾作り（中央）
� � � 14：00
24日（火）●リフレッシュ体操教室（西部）10：00
25日（水）●チャレンジスクール：かるた（中央）９：30

※２日（月）・16日（月）・29（日）～平成 26年１月３日（金）は
休館日

町
立
公
民
館

�５日（木）●おもちゃ図書館 10：00
�７日（土）●ふれあいイベント：舞踊宗家西川流 12：30
12 日（木）●おもちゃ図書館 10：00
14 日（土）●おもちゃ図書館 13：00
15 日（日）●ふれあいイベント：華みさ子音楽事務所　�
� � � 12：30
19 日（木）●おもちゃ図書館 10：00�
22 日（日）●ふれあいイベント：新舞踊末広会 12：30

※５日（木）・19日（木）は３歳児まで利用できます。

　

い
こ
い
の
里

�７日（土）●イラストクラブ 10：00
� � ●スポーツクライミング 13：00
�８日（日）●おもちゃ病院 10：00
11 日（水）●とことこクラブ 10：00　　　　　　
15日（日）●クリスマスキッズパーティー 10：00
17 日（火）●なかよしひろば 10：00
20 日（金）●ぷくぷくクラブ 10：00　　　　　
21日（土）●スポーツクライミング 13：00
� � ●料理クラブ① 10：00② 13：30

　

こ
ど
も
未
来
館

� 1 日（日）●おはなし会 14：30
� � ●開館 20周年記念事業「フォーク
� � � フェスティバル 2013in おかがき」17：30
� 8 日（日）●おはなし会 14：30
� � ● 2013 サンリーアイオープン・
� � � ソフトバレーボール冬季大会 9：00
13 日（金）●いちご畑のコンサート「ディオ・カプリ
� � �（ピアノ・バイオリン）」18：30
14 日（土）●おはなし会 14：30
15 日（日）●おはなし会 14：30
20 日（金）●いちご畑のコンサート
� � �「オカリナ・フルート＆ピアノ」18：30
22 日（日）●おはなし会 14：30
� � ●こどももおとなも　
� � � ゆめフェスタ・サンリーアイ 14：00
28 日（土）●おはなし会 14：30

※ 12月 29 日（日）～平成 26年 1月 3日（金）は休館日

　
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ

�３日（火）●会計報告書でエクセルの基本操作を学ぶ�①９：30

�８日（日）●年賀状素材集を使って簡単・綺麗な年賀状を作ろう�９：00

�９日（月）●年賀状素材集を使って簡単・綺麗な年賀状を作ろう�13：00

10日（火）●会計報告書でエクセルの基本操作を学ぶ�②９：30

14日（土）●パソコンを使った年賀状作り体験イベント�９：30

17日（火）●会計報告書でエクセルの基本操作を学ぶ�③９：30

24日（火）●会計報告書でエクセルの基本操作を学ぶ�④９：30

※講座の開講状況は問い合わせください。

　講座は事前申し込みが必要です。

※12月29日（日）～平成26年１月３日（金）は休館日

　
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅

☎
２
８
１

│

５
５
０
１

東
部
☎
２
８
２

│

０
０
３
５

中
央
☎
２
８
２

│

０
１
６
２

西
部
☎
２
８
１

│

５
０
０
６

☎
２
８
１

│

２
０
０
５

☎
２
８
２

│

０
２
０
０

☎
２
８
３

│

２
９
４
０

☎
２
８
２

│

１
５
１
５

地域交流センター
１日（日）●フリーマーケット 10：00
交流スペース展示
【前半】障害者団体活動紹介作品展示
【後半】安村浩史作品展
文化財展示室
『ちょっと昔の岡垣』
『古代の岡垣～旧石器・縄文・弥生時代の岡垣～』
※ 29 日（日）～平成 26 年１月３日（金）は休館します。
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発
行
／
岡
垣
町
役
場
　
編
集
／
地
域
づ
く
り
課
　
☎
093
－
282
－
1211

〒
811

－
4233

福
岡
県
遠
賀
郡
岡
垣
町
野
間
1
丁
目
1
番
1
号
　
　
　
印
刷
／
福
岡
コ
ロ
ニ
ー 広報おかがきは古紙配合率 100％再生紙を使用しています

編
集
後
記

▼
10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た

ま
つ
り
岡
垣
。
今
年
も
取
材
で

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は

天
候
に
も
恵
ま
れ
過
ご
し
や
す

い
一
日
と
な
り
、
ま
さ
に
秋
の

イ
ベ
ン
ト
日
和
。
出
店
や
催
し

を
回
っ
て
ま
つ
り
を
楽
し
む
人

の
姿
を
見
て
い
る
と
、
取
材
を

忘
れ
て
楽
し
み
た
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た（
笑
）

　
仕
事
に
せ
よ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

に
せ
よ
、
来
年
の
ま
つ
り
岡
垣
、

今
か
ら
楽
し
み
で
す
！�（
中
井
）

▼
私
は
小
学
生
の
頃
、
清
掃
活

動
を
行
う
た
め
に
、
元
松
原
地

区
の
三
里
松
原
を
訪
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
は
、
松

枯
れ
の
被
害
も
そ
れ
ほ
ど
深
刻

で
は
な
く
、
青
々
と
し
た
葉
を

付
け
た
松
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
岡
垣
町
で
暮
ら
す
子

ど
も
た
ち
が
、
再
び
緑
に
あ
ふ

れ
た
三
里
松
原
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
松
葉
か
き
や

清
掃
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。�

（
篠
原
）

三里松原を守るために
� 私たちができること
　三里松原を守る取り組みとして毎年行われている松葉かきを、今
年も黒山地区で行います。松葉かきは、地面に積もった松葉やコケな
どを取り除き、松が育ちやすい砂地にしてあげるために行います。松
葉を取り除く道具は町が準備します。私たちの大切な財産を守る活
動の第一歩として、皆さん参加してみませんか。
と　き　12 月８日（日）午前９時から
ところ　三里松原内黒山地区
　　　　�※右の地図中「会場入口」付

近に係員が待機しています
申し込み　�不要※直接現地へ来てく�

ださい
問い合わせ　産業振興課へ

会場入口
西黒山

松ヶ台入口


